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加した。また，水耕液中にリン酸が存在する場合，リン酸濃度に関わらず細胞膜 H+-ATPase 活性は 10～
13 μkatal mg－1 protein の範囲にあり，ミズゴケは積極的に細胞内にリンを取り込んでいることが示唆され































































とし，リン酸水素 2 カリウムを用いてリン酸濃度を 0，0.1，
0.2，0.4，0.8 及び 1.6 mg L－1 に調整した 6 試験区（3 反復）
を設定した。水耕液を満たした水槽（容積 36 L）1 つにつ
き，植栽基盤として市販の乾燥ミズゴケ（ニュージーラン
ド産 AA 級）300 g を入れた育苗箱（32.5 cm×22.5 cm×10 
cm）を 1 つ設置し，各区につき 3 つの育苗箱（各区 3 反復）
で栽培した。オオミズゴケ，アオモリミズゴケともに




りオオミズゴケ 1010 個体，アオモリミズゴケ 2047 個体に









だ 60 個体の草丈，長径，分枝数及び枯死数を 7 日ごとに
継続的に計測し，その平均値を育苗箱の測定値とした。栽
















準じて行った。新鮮物 2 g に抽出液（pH 7.2 に調整した 50 
mM Tris-HCl, 10 mM メルカプトエタノール）20 ml を加
えて 4℃条件下で摩砕後，4 層ガーゼでろ過し，ろ液を
13000 g で 15 分超遠心分離し，上清を粗酵素液とした。粗










　細胞膜の分離と H+-ATPase 活性の測定は Gallagher and 
Leonard（1982）14） および Maeda ら（2008）15） の方法で行っ
た。 新 鮮 物 10 g を 3 mmol L－1 EDTA, 2.5 mmol L－1 DTT
及び pH 7.7 に調整した 25 mmol L－1 Tris-Mes を含有する
250 mmol L－1 シュクロース 40 ml 中でホモジナイズ後，ろ
過した。ろ液を 13000 g で 15 分，その後 80000 g で 30 分
間遠心分離した。得られた沈殿に 1 mmol L－1 DTT と pH 






分の H+-ATPase 活性は画分 0.5 ml に反応液（pH 6.5 に調
整した 60 mmol Tris-Mes, 6 mmol MgSO4, 100 mmol KCl, 







































○ 0 mg L－1　　 ◆ 0.1 mg L－1　　 □ 0.2 mg L－1






















































れ，世界に 100 種以上，日本では約 35 種が知られる17）。ミ
ズゴケ属植物の特徴として，葉の透明細胞表面にいくつか
の孔があり，この孔に大量の水を蓄えることができる。吸
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